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6巻1号 田中 諸種化学療法と結核アレルギー病変　1 ’43
球細胞よりなり，類上皮紬胞への分化は．未だ著明ではな）㌔
嗜銀線維の新生はなく，また菌は少量証明せられるに・過ぎ
ない。1週後結節は著しく大となり，且つ融合｝伏どなる。
類上皮細胞の分化は進み二型的形態をとり，肺胞内滑殖が
強い。乾瀦．変性が現われ，格子線維もかなり増．加する。菌
はかなり増’織する。2週間後結核病果は融合状となって著
しく大となり，結核菌も．飛躍的に増殖する。4週後病変は
最も著明で，．大きな結核果では菌は増加し，乾酪変性も署
しく増強され膿蕩状を呈するが，．結合織により被．包せられ
る。6週後結核性病変は4週目より著しく後退し，．乾田；巣
は縮小し，類上皮細胞の空胞状変性，リンパ三層の発達が
みら．れる。格子線維は減少し，且つ部分的に膠原化が見ら
れ，菌も減少する。8週後さら「ﾉ結節は紺小，吸股せられ
て数はもとより大きさを減ずる。類上皮細胞は空胞状廟解
よりむしろ類リンパ球化が強く現われ，稲子線維も言肯失し
肺胞は再現するようになる。菌は葎．然証明されるが少量で
ある。
2．SM治療i蹉
　．．．ヒ記対照群と同様め処置により．，感作及び・再感染を行い，
同睡にSM治療を’施して経過を観察した。3白目において
は対照と同様に肺に多数の粟粒結節を認め，．大1きさ数及び
．組織学的構i造は殆ど同様である。ただ肺胞壁の水腫性膨化
が軽度にみえる。格’．f線維及び前所見も殆ど差異を認めな
い，1週目所見も対照と殆ど同様で著明な粟粒結節を認め
る・たぎ雌ゆ轍性内膜知・所見が著明である・格∫線
維はかなり増「加するが，蔚は殆ど増殖しない。しかるに2
週問目では病変は驚異的減弱を示し結節は纐小，且つ． ｸ少
し，著明な治癒現象がみられる。絡・子線維は結節の治癒に
癒・じて減少する。菌は増殖する．ことなく．むしろ変性，減少
する。4，6，S週と病変は依然軽度で萎縮性結節ないし，円
形納胞ゐ限局性浸潤を認めるに過ぎない。結合織の増殖は
殆どみられないが，もとの病稟：剖1にあたる所の肺胞壁は多
少の結合織細胞の一増加ないし水腫膨化により肥厚胱を呈す
る。且つまた充血の強い所では少量の滲出液または赤血球
の濾出を認める。－格子線維は結節集にi網干認めるのみで，
他は正常に復帰する。萄は全く証明せられない。
　　　　　　　　　　　　　　結　　　論
　糾f核感舅ミ家兎の．血で寸凸i生宗おイ亥：「1封惑舅とと：」“r－SM　gt，ξ
法を施した成績は次．のとお・りである。
　　1）対照の軍純再感染例では肺に糸占節の・1．i．し期多
量発現を認めた。結核菌ば始めアレルギー反慮の
結果，変性崩解により減少したが，残存菌は局所
　　　　　　　　　でのアネルギt一一化に乗じて1～2週聞後より飛躍的
塘殖が起つ’た．．。病変もこれに慮じて悪化し室洞形
成をみたが，6週後より三下ば限局性とな．り漸次
治癒傾向が現われた。
　　2）SM治療例では結節の早期多量発現をみ．る
ことは輩純再感染例と1司様で夢つたが，1～2週後
菌．の壇殖を見ることなく，病巣は2週置より迅遠
に縮小吸下せられた。
　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　（闘田口ll　29．7．8受付つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　一．　　　　　　　　　．Summary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　Human　tubercle　bacilli　sensitized　rabbits　were　super－infected　with　the　same　bacilli
intravenously　and　were　subjected　to　SM－therapy．　　：　．　　　　．
　　　The　infected　hlngs　were　removed　at　certain　intervals　and　examined　histologically，
　　　　1）Tuberculous　changes　developed　more　intensively　and　earlier　in　the　lungs　of．the
rabbit　super－infected　w．ith　the　bacillj　than　those　in．　the　hhgs　of　th6　anilnals　infected　only
once　with　the　bacilli．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　　In　the　super－infeqted　and　non－treated　animals，．the　tubercle　bacilli　were　disintegrated
and　reduced　in　their　nurnber　Inainly　due　to　allergic．reaction　within　a　week　after．the
reinoculation，　While　from　the　2n．d　week　they　began　to　propagate’markedly．as　soon　as　the
animal　fell　into　anergiQ　state　followed　．by　cavity　formation，　one　of　the　most　severe　mani－
festations　of　tuberculous　changes　of　the　lungs．
　　　From　the　6th　week　o耳，　the　lesions　became　loca工ized．　This　was　con＄idered　as　olle　of
the　healing　Processes　of　tuberculous　lesions．
　　　2）In　the　animals　sllbjected　to’SM－treatmellt　simlllt乏meously　with　the　super－iロfection，
the　sam．e　tissue　Iesions　were　observed　as　in　the　non－treated　allimals　ill　the　early　stages，
whi［e　the　lesions　rapidly　becarne　reduced　in　size　and　severity　2　weeks　after・the　reih－
oc［ユ1atidll　without　furth6r　propagation　of　the　tubercle　baci11i，　and　ther6．af七er　the．tdb6rc16s
were　resorbed　and　disappeared．　　　　　　　　　　　　　　　　1（Recei寸ed　July　8，’1954）’
